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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年5月6日(2021.5.6)

【公表番号】特表2020-517663(P2020-517663A)
【公表日】令和2年6月18日(2020.6.18)
【年通号数】公開・登録公報2020-024
【出願番号】特願2019-557486(P2019-557486)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  31/198    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/223    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  27/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   31/198    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/223    　　　　
   Ａ６１Ｐ   27/02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年3月16日(2021.3.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　実施例２－黄斑変性
　[0042]１００人の黄斑変性患者を対照群（ｎ＝５０）と試験群（ｎ＝５０）に分ける。
両群のベースライン網膜血流と血管新生をドップラー光コヒーレンス断層法と光干渉断層
血管造影法を用いて評価する。Ｇａｏ　ＳＳら、Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｃｏｈｅｒｅｎｃｅ　
Ｔｏｍｏｇｒａｐｈｙ　Ａｎｇｉｏｇｒａｐｈｙ，Ｉｎｖｅｓｔ　Ｏｐｈｔｈａｌｍｏｌ
　Ｖｉｓ　Ｓｃｉ．２０１６，５７：ＯＣＴ２７－ＯＣＴ３６参照；また、Ｌｅｉｔｇｅ
ｂ，ＲＡら、Ｄｏｐｐｌｅｒ　Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｃｏｈｅｒｅｎｃｅ　Ｔｏｍｏｇｒａｐ
ｈｙ，Ｐｒｏｇｒｅｓｓ　ｉｎ　Ｒｅｔｉｎａｌ　ａｎｄ　Ｅｙｅ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　
２０１４，４１，２６－４３も参照。試験群の患者には日用量のチロシンヒドロキシラー
ゼ阻害剤が投与される。３０日後、対照群及び試験群の網膜血流と網膜血管系を再度評価
する。試験群は、対照群と比べて網膜血流の改良と異常網膜血管系の低減を示す。
　以下に、出願時の特許請求の範囲の記載を示す。
［請求項１］
　対象における網膜症の治療法であって、それを必要とする対象に有効量のチロシンヒド
ロキシラーゼ阻害剤を投与することを含み、前記チロシンヒドロキシラーゼ阻害剤は、メ
チル　（２Ｒ）－２－アミノ－３－（２－クロロ－４－ヒドロキシフェニル）プロパノエ
ート、Ｄ－チロシンエチルエステル　ヒドロクロリド、メチル　（２Ｒ）－２－アミノ－
３－（２，６－ジクロロ－３，４－ジメトキシフェニル）プロパノエート、Ｈ－Ｄ－チロ
シン（ｔＢｕ）－アリルエステル　ヒドロクロリド、メチル　（２Ｒ）－２－アミノ－３
－（３－クロロ－４，５－ジメトキシフェニル）プロパノエート、メチル　（２Ｒ）－２
－アミノ－３－（２－クロロ－３－ヒドロキシ－４－メトキシフェニル）プロパノエート
、メチル　（２Ｒ）－２－アミノ－３－（４－［（２－クロロ－６－フルオロフェニル）
メトキシ］フェニル）プロパノエート、メチル　（２Ｒ）－２－アミノ－３－（２－クロ
ロ－３，４－ジメトキシフェニル）プロパノエート、メチル　（２Ｒ）－２－アミノ－３
－（３－クロロ－５－フルオロ－４－ヒドロキシフェニル）プロパノエート、ジエチル　
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２－（アセチルアミノ）－２－（４－［（２－クロロ－６－フルオロベンジル）オキシ］
ベンジルマロネート、メチル　（２Ｒ）－２－アミノ－３－（３－クロロ－４－メトキシ
フェニル）プロパノエート、メチル　（２Ｒ）－２－アミノ－３－（３－クロロ－４－ヒ
ドロキシ－５－メトキシフェニル）プロパノエート、メチル　（２Ｒ）－２－アミノ－３
－（２，６－ジクロロ－３－ヒドロキシ－４－メトキシフェニル）プロパノエート、メチ
ル　（２Ｒ）－２－アミノ－３－（３－クロロ－４－ヒドロキシフェニル）プロパノエー
ト、Ｈ－ＤＬ－チロシンメチルエステル　ヒドロクロリド、Ｈ－３，５－ジヨード－チロ
シンメチルエステル　ヒドロクロリド、Ｈ－Ｄ－３，５－ジヨード－チロシンメチルエス
テル　ヒドロクロリド、Ｈ－Ｄ－チロシンメチルエステル　ヒドロクロリド、Ｄ－チロシ
ンメチルエステル　ヒドロクロリド、Ｄ－チロシン－メチルエステル　ヒドロクロリド、
メチル　Ｄ－チロシネート　ヒドロクロリド、Ｈ－Ｄ－チロシンメチルエステル・ヒドロ
クロリド、Ｄ－チロシンメチルエステル　ヒドロクロリド、Ｈ－Ｄ－チロシンメチルエス
テル　ヒドロクロリド、（２Ｒ）－２－アミノ－３－（４－ヒドロキシフェニル）プロピ
オン酸、（２Ｒ）－２－アミノ－３－（４－ヒドロキシフェニル）メチルエステル　ヒド
ロクロリド、メチル　（２Ｒ）－２－アミノ－３－（４－ヒドロキシフェニル）プロパノ
エート　ヒドロクロリド、メチル　（２Ｒ）－２－アザニル－３－（４－ヒドロキシフェ
ニル）プロパノエート　ヒドロクロリド、３－クロロ－Ｌ－チロシン、３－ニトロ－Ｌ－
チロシン、３－ニトロ－Ｌ－チロシンエチルエステル　ヒドロクロリド、ＤＬ－ｍ－チロ
シン、ＤＬ－ｏ－チロシン、Ｂｏｃ－チロシン（３，５－Ｉ２）－ＯＳｕ、Ｆｍｏｃ－チ
ロシン（３－ＮＯ２）－ＯＨ、α－メチル－Ｌ－チロシン、α－メチル－Ｄ－チロシン、
及びα－メチル－ＤＬ－チロシンの内の少なくとも一つである方法。
［請求項２］
　前記チロシンヒドロキシラーゼ阻害剤が、経口、皮下、静脈内、経皮、経膣、直腸又は
それらの任意の組合せで投与される、請求項１に記載の方法。
［請求項３］
　経皮投与が、オレイン酸、１－メチル－２－ピロリドン、又はドデシルノナオキシエチ
レングリコールモノエーテルと組み合わせて実施される、請求項２に記載の方法。
［請求項４］
　前記対象にｐ４５０　３Ａ４プロモーターを投与することをさらに含む、請求項１に記
載の方法。
［請求項５］
　ｐ４５０　３Ａ４プロモーターが５，５－ジフェニルヒダントインである、請求項４に
記載の方法。
［請求項６］
　ｐ４５０　３Ａ４プロモーターがバルプロ酸又はカルバマゼピンである、請求項４に記
載の方法。
［請求項７］
　前記チロシンヒドロキシラーゼ阻害剤とｐ４５０　３Ａ４プロモーターが同時に投与さ
れる、請求項４に記載の方法。
［請求項８］
　前記チロシンヒドロキシラーゼ阻害剤とｐ４５０　３Ａ４プロモーターが、経口、皮下
、静脈内、経皮、経膣、直腸又はそれらの任意の組合せで投与される、請求項４に記載の
方法。
［請求項９］
　経皮投与が、オレイン酸、１－メチル－２－ピロリドン、又はドデシルノナオキシエチ
レングリコールモノエーテルと組み合わせて実施される、請求項８に記載の方法。
［請求項１０］
　前記チロシンヒドロキシラーゼ阻害剤がα－メチル－Ｄ－チロシンである、請求項１に
記載の方法。
［請求項１１］
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　前記チロシンヒドロキシラーゼ阻害剤がα－メチル－Ｌ－チロシンである、請求項１に
記載の方法。
［請求項１２］
　前記チロシンヒドロキシラーゼ阻害剤がα－メチル－Ｄ－チロシン及びα－メチル－Ｌ
－チロシンである、請求項１に記載の方法。
［請求項１３］
　前記チロシンヒドロキシラーゼ阻害剤がラセミ体のα－メチル－ＤＬ－チロシンである
、請求項１に記載の方法。
［請求項１４］
　前記対象がヒトである、請求項１に記載の方法。
［請求項１５］
　前記網膜症が糖尿病性網膜症である、請求項１に記載の方法。
［請求項１６］
　前記対象における前記糖尿病性網膜症の進行を評価することをさらに含む、請求項１５
に記載の方法。
［請求項１７］
　前記網膜症が黄斑変性である、請求項１に記載の方法。
［請求項１８］
　前記黄斑変性が滲出型黄斑変性である、請求項１７に記載の方法。
［請求項１９］
　前記黄斑変性が萎縮型黄斑変性である、請求項１７に記載の方法。
［請求項２０］
　前記対象における前記黄斑変性の進行を評価することをさらに含む、請求項１７に記載
の方法。
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